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す
る
。

文
政
７
年
に
藩
主
正
愛
の
養
子
と
な
り
、

同
８
年
に
16
歳
で
家
督
を
相
続
、
幕
府
か
ら

佐
倉
11
万
石
の
封
を
受
け
た
。

同
年
12
月
に
は
従
五
位
下
相
模
守
に
叙
任

し
た
。

文
政
12
年
（
一
八
二
八
）
正
睦
は
、
20
歳

で
幕
府
の
奏
者
番
と
な
り
、
天
保
８
年
（
一

八
三
七
）
７
月
老
中
と
な
り
、
同
14
年
８
月
、

34
歳
で
老
中
を
や
め
る
ま
で
、
実
に
15
年
間
、

幕
政
上
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
、
老
中
筆
頭
の
水
野
忠
邦
ら
と
天

保
の
改
革
に
当
た
り
、
相
当
な
手
腕
を
発
揮

し
な
が
ら
も
、
正
睦
を
老
中
に
推
薦
し
た
は

ず
の
忠
邦
と
性
格
が
合
わ
ず
、
正
睦
は
老
中

を
罷
免
さ
れ
る
。

安
政
２
年
（
一
八
五
五
）
10
月
、
46
歳
に

な
っ
て
い
た
正
睦
は
、
再
度
、
老
中
首
座
を

米
国
か
ら

開
国
を
せ
ま
ら
れ
る

参
詣
客
の
激
増
に
よ
り
、
本
堂
が
甚
だ
し
く

狭
隘
に
な
っ
た
た
め
、
第
十
世
照
阿
上
人
自

ら
図
面
を
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、
許
可
が
得

ら
れ
ず
、
第
十
一
世
照
嶽
上
人
に
至
っ
て
よ

う
や
く
建
立
計
画
に
許
可
が
で
ま
し
た
」（
太

田
次
男
著
「
近
代
成
田
の
礎
を
築
い
た
先
師
」）

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

工
事
は
６
年
余
り
を
費
や
し
て
、
安
政
５

年
（
一
八
五
八
）
に
完
成
し
、
８
月
６
日
に

入
仏
供
養
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
と
き
、
正
睦
は
、
歴
代
藩
主
同
様
、

同
山
に
50
石
の
寺
領
を
認
め
、
造
営
に
は
大

材
４
本
寄
進
、
人
夫
８
０
０
人
を
搬
送
に
当

去
る
９
月
３
日
、
４
日
「
伝
え
よ
う
義
民

の
心
、
生
き
方
を
」
と
全
国
義
民
サ
ミ
ッ
ト

が
宗
吾
霊
堂
で
行
わ
れ
た
。
席
上
、
パ
ネ
リ

ス
ト
の
中
田
善
三
（
市
文
化
財
保
護
協
会
常

任
理
事
）
か
ら
、
惣
五
郎
時
代
の
佐
倉
藩
主

堀
田
正
信
の
人
物
像
に
新
し
い
視
点
か
ら
の

報
告
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
二
百
年
後
の
正
睦

に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い
。

幕
末
の
嘉
永
６
年
（
一
八
五
三
）
９
月
、

佐
倉
藩
主
堀
田
正
睦
は
、
成
田
山
本
堂
（
現

釈
迦
堂
）
の
建
立
に
許
可
を
与
え
た
。

当
時
幕
府
や
佐
倉
藩
も
緊
縮
政
策
を
す
す

め
る
立
場
か
ら
、
新
規
の
寺
社
建
築
は
で
き

る
だ
け
抑
え
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
藩
内
の
民
心
安
定
の
た
め
に
は

こ
の
際
「
許
可
す
べ
し
」
と
正
睦
が
決
断
を

下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
こ
の
本
堂
の
建
立
に
つ
い
て
は
、
当
時
、

緊
縮
財
政
の
中

成
田
山
本
堂
の
建
立
を
許
可

た
ら
せ
、
さ
ら
に
、
本
堂
落
慶
の
際
は
白
金

15
枚
を
寄
進
し
た
。（
新
修
成
田
山
史
）

こ
の
成
田
山
本
堂
工
事
許
可
の
１
年
前
、

嘉
永
５
年
（
一
八
五
二
）
正
睦
は
、
惣
五
郎

（
佐
倉
宗
吾
）
の
二
百
回
忌
を
営
み
、
口
の
明

神
に
木
像
お
よ
び
影
像
を
造
置
し
て
い
た
。

正
睦
は
、
文
化
７
年
（
一
八
一
○
）
８
月

１
日
、
藩
主
正
時
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

幼
名
を
左
源
治
、
後
に
正
篤
、
正
睦
と
改
名

16
歳
で

佐
倉
11
万
石
の
藩
主
に

堀
田
正
睦
（
ほ
っ
た
　
ま
さ
よ
し
）

16
歳
で
佐
倉
藩
主
と
な
り
、
幕
府
の
老
中
に
。
米

国
の
開
港
通
商
の
求
め
に
応
じ
、
日
米
修
好
通
商

条
約
を
締
結
す
る
。
佐
倉
藩
の
改
革
に
も
西
欧
の

知
識
を
導
入
す
る
な
ど
、
時
代
の
先
を
い
く
藩
主

で
あ
っ
た
。

―
―

―
―
正
休
―
―
正
直
―
―
正
春

―
正
仲

―
正
俊
―
―
正
虎

―
正
武
―

―
―

―
―
正
功
―
―

―

―
―

―
―
正
倫

正
睦

正
時

正
愛

正
順

正
亮

正
信

正
盛

は
佐
倉
城
主

堀田氏系図
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命
ぜ
ら
れ
勝
手
掛
に
任
じ
ら
れ
る
。

折
し
も
ペ
リ
ー
の
浦
賀
来
航
で
、
米
国
の

開
港
通
商
の
求
め
に
対
し
、
幕
閣
は
鎖
国
攘

夷
か
開
国
か
で
大
き
く
揺
れ
動
い
て
い
た
。

同
３
年
10
月
、
正
睦
は
外
国
掛
（
外
交
事

務
を
掌
握
し
得
る
地
位
、
今
日
の
外
務
大
臣

よ
り
も
権
限
は
大
き
い
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
同

５
年
６
月
、
49
歳
で
や
め
る
日
ま
で
４
年
間
、

心
血
を
注
い
で
こ
の
政
務
に
没
頭
す
る
。

「
当
時
、
正
睦
の
外
交
方
針
は
、
攘
夷
鎖

港
論
に
は
反
対
で
、
貿
易
互
市
を
根
底
に
し

た
富
国
強
兵
論
を
説
い
て
い
た
。
ハ
リ
ス
は

自
ら
起
草
し
た
開
港
通
商
条
約
の
草
稿
を
正

睦
に
呈
し
た
の
で
正
睦
は
条
文
の
検
討
、
翻

訳
を
行
い
日
米
修
好
通
商
条
約
14
カ
条
、
貿

易
章
程
７
則
が
妥
結
さ
れ
た
」（
篠
丸
頼
彦
著

「
佐
倉
の
歴
史
」）

し
か
し
諸
大
名
、
三
奉
行
、
海
防
掛
の
大

部
分
は
反
対
で
あ
っ
た
。

正
睦
は
や
む
な
く
条
約
調
印
を
２
カ
月
延

期
し
、
京
都
に
行
き
孝
明
天
皇
に
拝
謁
、
勅

許
の
上
奏
文
を
呈
し
た
。
安
政
５
年
（
一
八

五
八
）
２
月
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
京
都
御
所
に
は
す
で
に
攘
夷
派

の
薩
長
勢
力
の
手
が
及
ん
で
お
り
待
つ
こ
と

１
カ
月
余
り
、「
も
う
一
度
相
談
し
て
出
直
す

よ
う
」
と
い
っ
た
天
皇
の
返
答
で
勅
許
は
下

さ
れ
な
か
っ
た
。

一
方
、
幕
府
内
で
は
将
軍
家
定
の
後
継
者

を
め
ぐ
る
争
い
が
起
こ
り
、
大
老
井
伊
直
弼

と
正
睦
の
対
立
が
あ
っ
た
。
井
伊
直
弼
は
、

勅
許
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
６
月
19
日
日
米
修

好
通
商
条
約
に
調
印
、
さ
ら
に
６
月
23
日
、

正
睦
の
老
中
を
罷
免
し
、
同
25
日
に
将
軍
世

継
ぎ
に
家
茂
を
決
定
、
公
表
し
た
。

万
延
元
年
（
一
八
六
○
）
３
月
３
日
、
井

伊
直
弼
は
雪
の
降
り
し
き
る
江
戸
城
桜
田
門

外
で
、
水
戸
浪
士
ら
の
手
に
よ
っ
て
暗
殺
さ

れ
た
。
正
睦
隠
居
（
一
八
五
九
）
翌
年
の
こ

と
で
あ
る
。

正
睦
は
、
中
央
の
政
治
舞
台
で
は
、
二
度

ま
で
も
罷
免
の
悲
運
に
会
っ
た
が
、
佐
倉
藩

に
お
い
て
み
せ
た
藩
政
改
革
は
、
常
に
時
代

の
先
端
を
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。

佐
倉
藩
は
天
保
４
年
（
一
八
三
三
）、
幕
府

の
天
保
の
改
革
に
先
立
つ
こ
と
８
年
前
、
文

武
芸
術
の
制
を
た
て
て
い
る
。

次
い
で
農
民
、
農
村
対
策
で
は
勧
農
策
と

し
て
勧
農
掛
を
下
級
武
士
か
ら
任
命
し
、
村

方
に
は
百
姓
か
ら
勧
農
の
役
を
置
い
た
。
人

口
増
策
（
農
業
生
産
維
持
の
た
め
）
で
は
、

「
陰
徳
講
」
を
取
り
立
て
、「
子
育
教
諭
直
書
」

を
出
し
た
。

さ
ら
に
学
制
改
革
と
し
て
海
外
の
知
識
導

入
を
活
発
に
行
っ
た
。

藩
校
、
成
徳
書
院
の
新
築
（
天
保
７
年
）。

藩
校
の
図
書
と
し
て
蘭
書
リ
ン
ネ
全
集
37

巻
の
購
入
（
天
保
10
年
）。

佐
倉
藩
の
改
革
に

西
欧
の
知
識
を
導
入

藩
に
洋
式
砲
術
を
取
り
入
れ
、
兼
松
繁
茂

を
高
島
流
砲
術
指
南
と
す
る
（
天
保
13
年
）。

さ
ら
に
蘭
医
佐
藤
泰
然
を
招
き
、
蘭
外
科

順
天
堂
医
院
が
栄
え
た
（
天
保
14
年
）。

藩
で
牛
痘
に
よ
る
種
痘
を
初
め
て
実
施
す

る
（
嘉
永
３
年
）。

藩
の
蘭
学
書
「
新
撰
洋
学
年
表
」
に
江
戸

在
住
蘭
学
者
58
名
を
あ
げ
る
（
安
政
２
年
）。

以
上
の
よ
う
に
佐
倉
藩
に
お
け
る
正
睦
は

蘭
癖

ら
ん
ぺ
き

（
な
ん
で
も
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
か
ら
入
っ

て
き
た
西
欧
の
学
問
に
頼
る
風
潮
）
と
や
ゆ

さ
れ
な
が
ら
も
、
西
の
長
崎
、
東
の
佐
倉
と

い
わ
れ
た
よ
う
に
、
い
ち
早
く
西
欧
の
文
明

を
受
け
入
れ
、
わ
が
国
の
文
明
開
化
に
尽
く

し
た
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
。

正
睦
の
人
物
論
に
つ
い
て
は
、「
正
睦
色
浅

黒
く
身
体
肥
満
に
し
て
弁
舌
甚
だ
巧
み
な
ら

ず
、
性
格
温
和
に
し
て
喜
怒
色
に
形
わ
れ
ず
、

一
言
に
し
て
こ
れ
を
評
す
れ
ば
思
慮
は
密
に

し
て
実
行
に
敏
な
り
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

（「
堀
田
正
睦
」
大
正
11
年
千
葉
県
内
務
部
発

行
）趣

味
と
い
え
ば
、
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
小
鳥

を
愛
養
し
、
詩
歌
を
よ
く
し
、
俳
句
を
も
好

ん
で
い
た
。

ま
た
、
幕
閣
に
あ
る
と
き
も
軽
妙
な
川
柳

を
つ
く
っ
て
列
座
の
空
気
を
和
ま
せ
る
こ
と

も
得
意
で
あ
っ
た
。

四
ツ
谷
道
叺

か
ま
す

が
馬
を
呑
ん
で
い
る

の
一
句
も
駄
馬
が
首
を
叺
に
入
れ
て
え
さ
を

食
べ
て
い
る
光
景
が
面
白
く
目
に
浮
か
ん
で

く
る
。

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
３
月
21
日
、
堀

田
正
睦
は
、
佐
倉
城
中
三
の
丸
御
殿
で
波
乱

に
富
ん
だ
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。
行
年
56
歳
。

歴
代
藩
主
と
と
も
に
佐
倉
甚
大
寺
に
葬
ら
れ

て
い
る
。

法
号
を
文
明
院
見
山
静
心
哲
恵
と
い
う
。

時
代
は
超
え
て
平
成
14
年
に
は
、
宗
吾
３

５
０
回
忌
に
当
た
り
、
堀
田
家
12
代
当
主
正

久
（
元
佐
倉
市
長
）
も
健
在
で
あ
る
。
こ
の

回
り
合
わ
せ
の
年
を
意
義
あ
る
年
に
し
た
い

も
の
で
あ
る
。（
文
中
敬
称
略
）

佐藤泰然を招いて開いた順天堂医院


